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１ 浜ノ瀬ダム周辺等の管理作業に参加して 九州支部 

 梅雨明け後の７月２３日（日）に、宮崎県

と熊本県境に位置する浜ノ瀬ダムで、管理用

道路等の管理作業を NPO、土地改良区職員等

総勢４８名の参加者で実施しました。NPO法

人「美しい田園２１」九州支部から２１名が

支部活動の一環として参加しました。 

 国営西諸農業水利事業で建設された浜ノ瀬

ダムは、熊本県の一部（約3割）と小林、え

びの地域の自然・人工林の２５万ｈａから水

が集まり、４、１５０ｈａの水田・畑地にか

んがいする事業です。 

 平成２６年５月１日からの湛水開始後地す

べりが発生し、約２年間調査と対策工事を経

て、２９年３月から湛水と運用開始に至っています。特に、用水補給水田では待ち望んでいた水がバルブから勢いよ

く流れる様を見て、涙ながらに感謝されたと聞いています。 

 2時間程度の作業でしたが事故も無く、目的を達成することが出来ました。 

 国営「西諸一期事業」は今年度末で完了しますが、二期事業は数年継続する予定です。 

 

２、『呑吐ダム桜並木「水土里の路」公園づくり(草刈り・清掃)』に参加 近畿支部 

場 所：兵庫県三木市志染町三津田地内 呑吐ダム右

岸湖畔 

実施日：平成 29年 7月 22日(土) 9時 00分～11時

15分頃まで 

主 催：東播用水「水と緑の交流」実行委員会 

支 援：ＮＰО法人「美しい田園 21」・水土里サポー

トきんき 

参加者：58名(うち NPO会員 10名) 

概 要： 最高気温が 32.2℃という猛暑の中、熱中症

になりそうになり、主催者から冷えたスイカ

と冷たい飲み物の提供もあり、休憩を取りな

がらの２時間ほどの草刈り・清掃作業でした。 

作業の最後に大村東播用水土地改良区理事

長から労をねぎらうご挨拶があり、呑吐ダム桜並木「水土里の路公園づくり(草刈り・清掃)作業が無事終了致

しました。 

〒105-0004  

東京都港区新橋5-34-4農業土木会館 

NPO美しい田園21  

Tel 03-3434-5056  Fax 03-3434-5057 

ﾒｰﾙ   npo@denen21.jp 

問い合わせや活動報告はこちらへ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.denen21.jp/ 

最新情報や田園通信のﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰはこちらから 

目 次 

１．浜ノ瀬ダム周辺等の管理作業に参加して               九州支部 

２．『呑吐ダム桜並木「水土里の路」公園づくり(草刈り・清掃)』に参加   近畿支部 

３．第６回施設管理支援ボランティア活動「亀岡地区」を開催       近畿支部 

 

mailto:npo@denen21.jp
http://www.denen21.jp/


                                   第 230 号 2017 年 9 月 5 日発行 

 

 2 

３．第６回施設管理支援ボランティア活動「亀岡地区」を開催 近畿支部 

 
場 所：京都府亀岡市馬路町、河原林町 

実施日：平成２９年９月２日(土) ９時から１２時まで 

主 催：ＮＰО美しい田園 21・水土里サポートきんき 

支 援：亀岡市川東土地改良区、亀岡会 

参加者：２８名(うち土地改良区３名、田園 21会員６名) 

概 要：国営農地再編整備事業「亀岡地区」で造成した施設で、土地改良区が管理する排水路や園内道路等の草刈り

及び清掃活動。 

今年も大型台風１５号が関東に接近し、近畿でも台風による影響が心配されたところ影響もなく、まだまだ残暑

の厳しい暑い一日となりました。 

川東土地改良区に９時集合、全員で２８名の参加となりました。土地改良区理事長よりこの活動に対し感謝が述

べられた後、草刈り作業２３名、ゴミ拾い作業５名に分かれ各自現地に向かいました。 

草刈り作業では、幹線排水路と三日市川排水路の合流点から上流に向かって左右岸に分かれて作業を開始しまし

たが、草の丈が高いのと葛が茂っているため、草刈り機を駆使して草刈り作業を進めました。 

また排水路は約３mの法面であることから作業効率も落ちて、休憩を取りながらの作業となりました。 

今年は土地改良区からは例年とは違った場所で草刈り作業を計画しているとのお話があり、現地は作業する者の

背丈まで草が茂っているとの情報から、できるだけ草刈り作業の参加者を確保するために、受付時に参加者の方の

中で草刈り作業の経験の有無の確認を行い、草刈り作業参加者の確保に努めました。このことで何とか予定区間の

草刈りを終了することができました。 

ゴミ拾い作業では、例年と同様の範囲で行いましたが、今年で６回目ということもあり、ゴミは少なくなってい

たとの報告を受けました。 

作業終了後、土地改良区に再集合後、理事長から労いの言葉で解散しました。 

 
   

  

 


